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若松公民館

　若松公民館の館長としての勤務が４年目を迎えました。
昨年５月から５類感染症に変更された新型コロナウイル
スは、今はほとんど話題に上がらなくなりました。利用
者の数はコロナ前には及ばないものの、一昨年度に比べ
て千人近く増加しており、普段通りの生活に戻ってきた
なと実感しています。しかしコロナが全く無くなってし
まったことではないので、換気など感染予防に配慮して
ご利用くださるようお願いします。さて、前号の公民館
だよりでは、当館が文科省より優良公民館として表彰さ
れたことをお知らせいたしましたが、先日、千葉日報社
の記者が来館し、混声合唱団の活動を熱心に取材してく
ださり、５月１日の１面に大きく掲載されました。館長
としてインタビューも受け、非常に喜ばしく思っていま
す。今年度の公民館運営についてですが、「学習を生かし
た活力あるコミュニティ」を目標として、「サークル活動
の活性化とシニアの生きがい作り」、「異世代交流の

若松公民館長　伊藤　直樹

方と若い世代が一緒に活動することで、同じ地域に住
む “人と人とのつながり” を考えた講座を企画していま
す。そして、「若松公民館運営懇談会」（年２回開催）で
は地域の代表の方々からご意見をいただきながらさらに
充実した公民館運営を目指します。また、各区では「公
民館運営審議会」を設置し、公民館の各種事業の企画実
施につき調査審議を行っており、議事録はホームページ
で見ることができます。傍聴することもできますので、
ご興味のある方はご覧ください。最後になりますが、　

場作り」、「長期
休業中の子ども
の居場所作り」
の３点を重点課
題とし、特に異
世代交流につい
ては、館を普段
利用されている

当館には図書室が併設されてお
り、地域の知の拠点として約２
万冊の本があります。どんな本
があるのかなという気楽な気持
ちで一度来館してみてはいかが
でしょうか。

▲Ｓ記者から取材を受ける合唱団の
　前会長の和男さん（中央）、新会長
　の啓子さん（左）、若林先生（右）。

４月 18 日（木）に総会が開催されました。「若松
公民館クラブ等連絡協議会」は、若松公民館を利
用するサークルの有志からなる団体で、地域の発
展を目的に活動しています。総会では、昨年度の
事業や収支報告があり、新役員の選出が行われま
した。また、文化祭は、１０月５日（土）・１０
月６日（日）に開催することが決定しました。新
役員の皆様にどうぞご協力をお願いいたします。

◀令和６年度の新役員の皆様

【左から】こどもの Kai UliUli らぼ・靖子

さん（副会長）／ラタンの会・君子さん（副

会長）／若松混声合唱団・千秋さん（書記）

／体操サークル・早苗さん（会長）／ロー

ゼルの会・まゆみさん（会計）

秋の文化祭に向けて始動！
若松公民館クラブ等連絡協議会

●小幡様・髙坂様・中林様・林様（利用者代表）●秋元様（第
３２地区町内自治会連絡協議会会長）●大塚様（第３２地
区コミュニティづくり懇談会会長）●西村様（若松中学校
区青少年育成委員会会長）●山田様（若松中学校長）●佐藤
様（若松小学校校長）五十音順

★★★★★★★★★★★★★★★★★★

～このような方々に支えられて公民館は運営しています～

運営懇談会委員（委嘱期間 R６.６～R８.５）

令和６年度　公民館職員一覧

公民館の運営が、千葉市教育委員会から、（公財）千葉市教育振興財団に移行し、

７年目となります。親しみやすい公民館づくりに努力してまいります。

館　長 伊藤 直樹

　　　 彦坂 徹（契約 / 主に図書室関係）

　　    中村 愛

　　　（契約 / 主にサークル支援・事業）

非常勤職員 小松 悦子（事 務）

髙橋 真知（図書室）

齋藤 好賢（図書室）

遠藤 令子（図書室）

蓑輪 裕美（図書室）

夜間管理 （17 時 ～ 21 時 ）

　　　星／大友 ( 清掃も兼務）

★

★新規配属

本紙は若松中、小倉小、若松小、若松台小、第 32 地区町内自治会に配布しています。 HP
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１
２
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６
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催
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習
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当
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３

表彰式は、「中村さんが行っておいでよ。」という館長の言葉に甘え、出席させていただきましたが、各都道府県の立場ある方々が参列しており、

厳粛な空気に包まれていました。一転、式典後のフォーラムはカジュアルな雰囲気でほっと一安心。「公民館における社会教育とは何か」という

問いにパネリストが「余白」「ライフライン」と各々の経験から回答していました。その様子は文科省の YouTube でもご覧いただけます。（中村）
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。
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調
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発
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当
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し
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に
つ
い
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成
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を
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史
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史
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イ
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入
り
、

講
座
の
様
子
や
広
瀬
さ
ん
の
講
座
に

対
す
る
思
い
が
３
月
２
５
日
の
夕
方

に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
図
書
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れ
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小学生を対象としたおかし作り講座（２月３

日）。アーモンドパウダーとバターたっぷりの

スノーボールと２色ゼリーを作りました。写真

は常連の R ちゃんと館長。R ちゃんには受付や

調理の補助など、助手を務めてもらいました。

「公民館に初めて来た」という親子も

いたことから、多くの人に足を運ん

でもらうためには多分野の事業を企

画する必要性を教えてもらいました。

は
、
栄
養
価
の
高
い
そ
ば

粉
を
も
っ
と
家
庭
料
理
に

取
り
入
れ
て
ほ
し
い
と
熱
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史
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２
５
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︶
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２
７
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。

優良公民館
表彰式に参加して
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９
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２
９
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まいりました。
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賞
状
と
盾
は
館
内
の
窓
口
上
に
飾
っ
て
い
ま
す
。


